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市民参加推進計画の改訂に当たつて|よ,「京都市市民参加推進条例」の理念に則り,

前章までで述べた状況等を踏まえ,こ れまでの計画の第2章 に掲げてしヽる 「市民参加推

進の意義 ・必要性と基本的方向性」の考え方に基づしヽて推進します。

《市民参加推進の意義 ・必要性と基本的方向性》

■宙義 ・必要性

(1)市 民ニーズを踏まえたより効率的,効 果的な市政運営の確立とまちづくりの推進

(2)市 民の英知と行動力の市政やまちづくりへの反映

(3)市 民力の伸長と地域社会の活力の充実

■基本的方向性

(1)京 都の伝統や資源を活かした市民参加の取組の推進

(2)市 政運営の各過程やまちづくりにおいて,様々な主体が参加できる重畳的な仕組の用意

(3)市 民力の向上とその支援

これまでの計画に基づく5年間の取組によつて,市 民参加に関する多くの基盤が整い,

市民参加に対する市職員の意識は確実に高まつてきました。しかし,そ こから更に進展

させてしヽくために|よi市 政やまちづくりに参加する市民の活動を促し,市 民一人一人の

力をより向上させていく取組が必要であり,そ のこと|よ,市 民参加推進フォーラムから

の提案においても指摘されてしヽます。

そのため,今後の5年間|よ,「市民のち ・か 。ら」をキーワードとして,次の点に留

意しつつ市民参加を推進してしヽきます。

O市政参力口に関する制度の“ちゃくじつ"(着実)な運用
これまでに制度化した審議会の公開やパブリック ・コメントなどの市政参加の仕組

みにつしヽて,よ り市民が実感できる取組とするため,・着実
"な

運用に努めます。

O市 民活動への支援と協働による
“
か つりょく

"(活
力)あ る取組を推進

地域性やテーマ性に応じて市民活動へのきめ細やかな支援を充実させるととも

に,行 政との *協
働による

“
活力

"あ
る取組の推進に努めます。

O庁内の推進体制の整備による“らしんばん"(羅針聾)としての情報提供の充実
市民参加に関する情報の共有,ノ ウ八ウの継承,職 員の意識向上など,庁 内の推進

体制の整備により,市民参加を更に進めてしヽくための
“
羅針盤

"の
役書」を果たす情報提

供の充実に努めます。

なお,計 画の改訂に当たつて|よ,こ れまでの計画に掲げてしヽた55項 目の取組をより

体系的でわかりやすしヽものとするため,そ の趣旨 ・目的を引き継ざながら35の 推進施

策と154の 実施事業に再編 ・充実しました。

協 働

自らの果たすべき役書」を自覚して対等の立場で協力し合い,補完し合うこと。

(京都市市民参加推進条例第2条より)
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第2葺 市 民参加1推進の意義 ・必要性

と基本的方向性

[意義・必要性]

①市民ニーズを踏まえたより効率的】効

果的な市政運営の確立とまちづくりの

推進

②市民の英知と行動力の市政やまちづ

くリヘの反映

③市民力の伸長と地域社会の活力の充実

[基本的方向性]

①京都の伝統や資源を活かした市民参

加の取組の推進

②市政運営の各過程やまちづくりにおい

て様々な主体が参加できる重畳的な

キ   仕 組みの用意

第 3章  市 民参加推進のための具体

的取組

1 市 政運営の各過程における参加の制

度や仕組みの拡充に向けた取組

2 地 域における市民主体のまちづくり

活動とその支援

3 情 報の提供と公開
女 "4閣 trFF r t rr再 と親 姫 ― ti

,第 4章  計 画を結含的に進めるために
'を

鋒稽怜開格
4[改 訂の趣旨]

市政参加と市民による自主的なまちづく

りを市政運営の基本とする市民参加推

進条例に基づき,「豊かで活力ある地域

社会の実現」を達成するため改訂を行う。

[計画期間]

平成22年 度まで

第 3章  計 画の考え方

鱗これまでの計画の第2章に掲げている「意

義・必要性と基本的方向性」に基づき推

進する。

鶴「市民のち・か。ら」をキーワードに,次の

点に留意して取組を進めていく。

①市政参加に関する制度の着実(ちゃく

じつ)な運用

②市民活動への支援と協働による活力(か

つりょく)ある取組の推進

③庁内の   Jの 整備による羅針盤(ら

しんばん)としての情報提供の充実

第 4章  推 進施策及び実施事業

]市 政運営の各過程における参カロの制

度や仕組みの拡充に向けた取組

2 地 域における市民主体のまちづくり

活動とその支援

3 情 報の提供 ・公開と共有

告第 5葺  計 画を着実に進めるために
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